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平 成 4 年 度 の
「 32 万 市 民 に よ る 自 然 環 境 調 査 」 を 実 施 し て
昨 年 は 、 ＇ ぶ 山 市 内 に も ゲ ン ジ ポ タ ル が い る こ と
が 話 題 に な り ま し た が 、 私 た ち が 生 活 し て い る 貨
山 市 内 の 身 近 な 自 然 の 様 子 は 、 案 外 わ か っ て い な
い も の で す 。 そ こ で 、 平 成 3 年 度 か ら 平  成 7 年 度
ま で 5 年  間 継 続 し て 、 市 民 の 皆 様 に 現 在 の 自 然 の
よ う す を 調 査 し て い た だ き 、 時 間 の 移 リ 変 わ り に
と も な っ て 自 然 環 境 が ど の よ う に 変 化 す る の か を
調 べ て い た だ い て い ま す 。 2 年 目 の 平 成 4 年 度 は 、
新 た に 市 内 小 学 校 5 年 生 に も 調 査 に 参 加 し て い た
だ き 、 た く さ ん の デ ー タ が 集 ま り ま し た の で 、 昨
年 度 分 の 結 果 を 紹 介 し ま す 。
調 査 の あ ら ま し
1. 調 査 員
調 査 に 参 加 し て い た だ い た 一 般 市 民 の 方 は 、 3
コ ー ス で 延 べ 818 名 に の ぼ り ま し た 。 昨 年 は 、 市
内 の 全 小 学 校 49 校 の 5 年 生 に も 参 加 し て い た だ き
ま し た 。
2. 調 査 の 内 容
富 山 市 科 学 文 化 セ ン タ ー
一 般 の 調 杏 員 の 方 は 、 平 成 3 年 度 か ら 引 き 紐 き 、
次 の 3 コ ー ス で 調 杏 ．を 行 い ま し た 。
1) 緑 コ ー ス
兄 近 な 生 き 物 を 記 録 し ま し た 。
2 ) 水 コ ー ス
兄 近 な 川 の 汚 れ ぐ あ い な ど を 調 べ ま し た 。
3) 空 気 コ ー ス
次 の 3 項 目 を 調 ぺ ま し た 。
・ 積 雪
積 五 の 状 況 を 地 域 別 に 調 ぺ ま し た 。
・ 酸 性 雨
雨 の 酸 性 度 を 地 域 別 に 調 ぺ ま し た 。
・ 星 座 ウ ォ ッ チ ン グ
特 定 の 星 を 使 っ て ど の 程 度 の 明 る さ の 品 ま で 肉
眼 で 見 え る か を 判 定 し て も ら い ま し た 。
な お 、 小 学 生 の 調 査 項 目 は 、 緑 コ ー ス の 一  部
（ タ ン ボ ポ 、 セ ミ 、 カ タ ツ ム リ 、 カ エ ル ） と 水 コ
ー ス の ホ タ ル と 、 空 気 コ ー ス の 積 雪 と 星 座 ウ オ ッ
チ ン グ で す 。
．  
表 1 • 平 成 4 年 度 に お 寄 せ い た だ い た 緑 コ ー ス の テ ー タ の 件 数
生 物  名 一  般 小 学 校 合 計
・ タ ン ボ ポ 7  1   1  0  5  4  l  l  2  5  
・ セ イ タ カ ア ワ ダ チ ソ ウ 7  8  7  8  
・ ヒ ガ ン パ ナ 5  3  5  3  
・ キ シ ョ ウ プ l  3  I  3  
・ ヒ メ オ ド リ コ ソ ウ 1  9  1  9  
• 秋 の 七 卒 2  0  1  2  0  1  
・ セ ミ 1  1  0   3  0  I  0   3  I  2  0  
・ カ タ ッ ム リ 9  9   8  3  0   9  2  9  
・ ナ メ ク ジ 8  2  8  2  
・ カ エ ル I  3  2   1  2  5  6   I  3  8  8  
・ サ ギ 259 259 
・ カ ッ コ ウ 3  9  3  9  
・ ホ タ ル 3  19 0   1  9  3  
/n i., Jt I  I  5  9   6  3  4  0   7  4  9  9  
• 192 年 6 月 1 [I - 193 年 6 月 IO □ ま で の 合 計 。
・ ー は 、 調 査 の 対 象 と し な か っ た も の 。
・ ホ タ ル は 水 コ ー ス の 調 究 項 H で す が 、 こ の 表 に 加 え ま し た 。
調 査 の 結 果 わ か っ た こ と
1  .  緑 コ ー ス
一 般  ・ 小 学 生 あ わ せ て 7,0 件 以 上 ・
の デ ー タ が 集 ま り ま し た （ 表 1 ) 。
(1) 植 物
1) 増 え て い る 外 国 産 の タ ン ポ ポ
外 米 タ ン ボ ボ の セ イ ヨ ウ タ ン ポ ポ は 、
踏 み つ け に 強 く 、 ア ル カ リ 性 の コ ン ク
リ ー ト の 多 い 所 の 土 が 生 育 に 適 し 、 一
株 だ け で 種 子 を 作 る こ と が で き ま す 。
セ イ ヨ ウ タ ン ポ ポ は 、 市 の ほ と ん ど の
地 域 に 分 布 し て い る こ と が わ か り ま し
た （ 悩 l) 。 在 米 タ ン ポ ポ （ エ ゾ タ ン ポ
ポ や シ ロ パ ナ タ ン ポ ポ な ど ） の 生 育 地
も 、 市 内 に も わ り あ い た く さ ん あ る こ
と が わ か り 、 中 心 部 に も 分 布 し て い る
こ と も わ か り ま し た 。 シ ロ パ ナ タ ン ポ
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ポ が 、 前 回 兄 つ か っ た 磯 部 、 松 川 、 四 方 に 加 え 、
今 回 は 新 庄 や 中 島 な ど で も 兄 つ か り ま し た （ 区 1 2) 。
シ ロ バ ナ タ ン ポ ポ は 、 現 在 、 富 山 市 で 勢 力 を 拡 '
大 し つ つ あ る よ う で す 。
在 来 タ ン ポ ボ の 中 に は 、 一 株 だ け で 堺 え る も の
が あ り 、 こ の タ イ プ が 進 出 し て い る も の と 考 え ら
か い そ う Cl うれ ま す 。 た だ 、 最 近 、 外 総 包 芹 （ が く の よ う に み
え る 最 も 外 側 の 部 分 ） が あ ま り そ り 返 ら ず 、 斜 め
上 向 き の セ イ ヨ ウ タ ン ポ ポ が 見 ら れ ま す 。 こ れ が 、
デ ー タ に 混 入 し て い る こ と も 考 え ら れ ま す 。．  
言える
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図 2 シ ロ パ ナ タ ン ポ ポ の 公 布
［ ● 印 は 平 成 3 年 度 に 見 つ か っ た 地 域 を 示 し、 ■ 印
は 平 成 4 年 度 に 新 た に 見  つ か っ た 地 域 で す . ]  
2 ) 草 地 に 生 え る セ イ タ カ ア ワ ダ チ ソ ウ
北 ア メ  リ カ 原 産 の 植 物 で 、 前 回 と 同 様 に 市 の ほ
と ん ど の 地 域 に 広 が っ て い る こ と が 分 か り ま し た 。
河 原 だ け で な く 、 市 街 地 の わ ず か な 面 積 の 草 地  に
も 生 育 し て い る よ う で す 。 背 の 高 い 植 物 で す か ら 、
草 刈 が さ れ て な い 草 地 が 案 外 た く さ ん あ る の か も
し れ ま せ ん 。
3 ) 水 路 の 分 布 を 示 す キ シ ョ ウ プ
泥 の た ま っ た 水 路 の あ る 水 ぎ わ に よ く は え ま す 。
市 内 で は 、 市 街 地 に も 広 く 分 布 し て い る こ と が 分
か り ま し た 。 キ シ ョ ウ プ の 分 布 か ら 、 大 小 網 の 目
の よ う に は り め ぐ ら さ れ て い る 水 路 の 分 布 も よ く
わ か り ま す 。 水 田 地 帯 に は 、 も っ と 広 く 分 布 し て
い る こ と で し ょ う 。
4 ) 最 近 ふ え て き た ヒ メ オ ド リ コ ソ ウ
最 近 、 ヨ ー ロ ッ パ 原 産 の 帰 化 植 物 「 ヒ メ オ ド リ
コ ソ ウ 」 が 増 え は じ め て い る よ う で す 。 早 春 に 道
端 の 草 地 に 群 生 し て 生 え ま す が 、 茶 色 で 、 群 生  し
て い る 様 子 は 、 典 様 な 感 じ さ え し ま す 。 現 在 2 ~
3 本 生 え て い る と こ ろ は 、 2 ~ 3 年 で す ぐ に 一 面
に 広 が っ て い く で し ょ う 。 調 査 の 結 果 19 件 の 報 告
子 想 さ れ ま す か ら 、 現 在 の 状 態 を 活 意 し て 調 べ て
お か な く て は な ら な い 植 物 で す 。
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図 3 ヒ メ オ  ド リ コ ソ ウ の 分 布
5 ) 種 子 を つ く ら な い ヒ ガ ン パ ナ の 不 思 議 な 分 布
ヒ ガ ン パ ナ は 中 国 原 産 の 植 物 で 、 種 子 を つ く り
ま せ ん 。 前 回 に 引 き 続 き 、 た い へ ん 広 い 範 囲 か ら
デ ー タ が 集 ま り 、 ヒ ガ ン バ ナ が ほ と ん ど の 地 域 に
分 布 し て い る こ と が 分 か り ま し た 。 市 街 地 に も ヒ
ガ ン パ ナ が 生 え る 草 地 が あ る こ と が 分 か り ま す 。
稲 子 を つ く ら な い こ の 植 物 が 、 ど う し て こ の よ う
に 広 く 分 布 し て い る の か 不 思 議 で す 。
6 ) 秋 の 七 草
秋 の 七 草 は 、 今 回 は じ め て 実 施 し ま し た 。 7 種
の 植 物 は 、 ど れ も ス ス キ と と も に 生 え る 背 の 高 い
植 物 で す か ら 、 川 の 堤 防 沿 い か ら の 報 告 が 多 く あ
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り ま し た 。 ス ス キ と ハ ギ は 、;,; れ II 市 内 令 域 に み ら.,,,,,,, >   (  .. 
れ る こ と が わ か り ま し た 。 屈 境 )j'<7 汀 絶 滅 危 惧 種 」
に 指 定 さ れ て い る フ ジ パ カ マ が 邸 外 に 多 く 'I :脊 し
て い る こ と が わ か り 、 そ の 分 布 は 、 神 通 川  と ＇，平； i ~ii 
寺 川 の 位 附 に だ い た い 致 し て い る よ う で す (l>< I
数 力 所 に 分 布 し て い る こ
と も 分 か り ま し た 。 た だ し 、 オ ミ ナ エ シ と キ キ ョ
ウ に つ い て は 、 栽 培 品 か ど う か 分 か ら な か っ た と
い う コ メ ン ト も い た だ き 、 現 在 の 市 内 で は 、 生 物
の 自 然 な 分 布 状 況 が 把 握 し に く く な っ て い る と い
う こ と も う か が え ま す 。
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図 4 フ ジ パ カ マ の 分 布
(2) 動 物
1 ) セ ミ
セ ミ の 幼 虫 は 土 の 中 で 何 年 も 過 ご し 、 成 虫 も 木
の 樹 液 を 吸 い ま す 。 樹 木 と 土 が な い と 生 き て い け
な い 動 物 で す か ら 、 「 緑 を 指 椋 す る 動 物 」 と 言  え
る で し ょ う 。
前 回 と 同 様 に 、 ア プ ラ ゼ ミ の 報 告 が 最 も 多 く 、
ほ ぼ 富 山 市 内 全 域 か ら 報 告 が あ り ま し た (I沼 15) 。
図 6 ッ ク ッ ク ポ ウ シ の 分 布
ま た 、 ッ ク ッ ク ボ ウ シ も ア プ ラ ゼ ミ 詞 様 ほ ぽ 富 11 1
次 い で 、 ニ イ ニ イ ゼ ミ 、 ヒ グ ラ シ の 報 告 が 多 く 、
そ の 中 で は ニ イ ニ イ ゼ ミ が 市 l村 全 域 に ま ん ぺ ん な
く み ら れ 、 ヒ グ ラ シ は 少 し ま ば ら に 分 布 し て い る
よ う で す 。 こ れ も 前 回 と 同 様 で す 。 ミ ン ミ ン ゼ ミ
は、 主 に 郊 外 か ら 少 数 の 報 告 が 寄 せ ら れ ま し た 。
ハ ル ゼ ミ 、 チ ッ チ ゼ ミ の 報 告 は 少 な く 、 こ の 2
種 の セ ミ は 市 内 で は た い へ ん 少 な い よ う で す 。
．  
3 ) カ タ ッ ム リ
宣 山 、 石 川 の 平 野 部 に 多 い ノ ト マ イ マ イ が 、 市
内 の ほ ぼ 全 域 に も 多 く 見 ら れ る こ と が 今 1°1 の デ ー
タ で さ ら に は っ き り し ま し た (I 汝 17) 。 抽 近 分 布
を 広 げ て い る ウ ス カ ワ マ イ マ イ は 、 都 市 部 や 晨 村
で も 多 く 兄 ら れ ま し た 。 ま た 、 ヒ ダ リ マ キ マ イ マ
イ や ニ ッ ポ ン マ イ マ イ が 訟 外 に た く さ ん 報 告 さ れ
ま し た が 、 他 の 種 類 が 混 じ っ て い る 可 能 性 が あ り ．  
ま す 。
図 5 ア プ ラ ゼ ミ の 分 布 図 7 ノ ト マ イ マ イ の 分 布
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2) 都 市 と 農 村 で 違 う ナ メ ク ジ の 分  布
今 同 は じ め て 実 施 し た ナ メ ク ジ は 、 気 持 ち の 悪
い 動 物 と 思 わ れ て い ま す の で 、 デ ー タ が 少 な い か
と 息 い ま し た が 、 80 件 以 上 も 集 ま り ま し た 。
元 か ら 1こ 1 本 に い た ナ メ ク ジ と ヨ ー ロ ッ パ 原 産 の
コ ウ ラ ナ メ ク ジ の 富 11 1 d i内 の 分 布 は 、 lit 在 し て 兄
ら れ る と こ ろ が 多 い よ う で す （ 悩 8 、 9) 。 し か し 、
農 村 部 で は 在 米 型 の ナ メ ク ジ の 方 が や や 俊 勢 で 、
都 市 部 で は コ ウ ラ ナ メ ク ジ の 方 が 多 い よ う で す 。
図 8 ナ メ ク ジ の 分 布
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図 9 コ ウ ラ ナ メ ク ジ の 分 布
4) カ エ ル
削 囮 同 様 、 ア マ ガ エ ル と ト ノ サ マ ガ エ ル が 共 に
平 野 部 、 都 市 部 で 広 く 報 告 さ れ ま し た （ 屈 110 、 l1) 。
ト ノ サ マ ガ エ ル の 分 布 は 、 前 回 よ ＇） 広 が り ま し た 。
ど ち ら も 、 水 ro や 用 水 の ま わ り に 見 ら れ ま す が 、
ア マ ガ エ ル は 、 人 家 の 庭 や 公 園 な ど の ''1'( 木 の 」 ．ー．で
生 活 し 、 目 に つ き や す い カ エ ル で す 。 そ の せ い か 、
ア マ ガ エ ル の 方 が ト ノ サ マ ガ エ ル に 比 ぺ 3 倍 も 多
く 報 告 が あ り ま し た 。 ま た 、 ッ チ ガ エ ル 、 ウ シ ガ
エ ル な ど も 少 数 で す が 報 告 が あ 1) ま し た 。
＂ I   I  図 10 ア マ ガ エ ル の 分 布
図 1 1 ト ノ サ マ ガ エ 冗 の 分 布
5 ) サ ギ と カ ッ コ ウ
サ ギ は 水 辺 で 魚 な ど を 食 べ て 生 活 す る 水 、 島 で す 。
Il1i 阿 同 様 ア オ サ ギ や シ ラ サ ギ （白 い サ ギ の 総 称 ）
は 神 通 川 水 系 、 常 顧 寺 川 周 辺 な ど で 報 告 が あ リ 、
分 布 が 多 少 広 が リ ま し た （ 枢 I12) 。 ア マ サ ギ は 、 今
回 は 、 市 の 東 部 で 報 告 が あ り ま し た 。
カ  ッ コ ウ は 、 前 1111 と 同 様 、 富 山 市 の 中 央 部 か ら
報 告 が あ り 、 ま た 、 市 の 東 か ら も 報 告 が あ リ ま し
t・ ―-
州図 12 シ ラ サ ギ （ コ サ ギ 、 チ ュ ウ サ ギ 、 ダ イ サ ギ 、
ア マ サ ギ ） の 分 布
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2 .  水 コ ー  ス
水 の 中 は な か な か み る こ と の で き な い 哀 境 で す
が 、 生 活 排 水 が 流 れ 込 み 、 ゴ ミ が 流 れ 込 ん だ り し
ま す の で 、 人 間 生 活 の 影 堺 が 直 接 出 る 場 所 で す 。
今 回 は 、 合 計 29 1件 の 報 告 が あ り 、 そ の う ち い
た ち 川 が 最 も 多 く 、 59 件 あ り ま し た 。 10 件 前 後 の
•· L 報 告 が あ っ た の は 、 四 ツ 谷 川 、 土 川 、 新 鍛 治 JI!で
す 。 同 じ 地 点 の デ ー タ を 季 節 ご と に 1 皿 も 報 告  さ
れ た 方 や 、 写 真 を つ け て 報 告 さ れ た 方 も お ら れ ま
し た 。
1) ホ タ ル
ホ タ ル は 、 富 山 市 内 に は ヘ イ ケ ポ タ ル と ゲ ン ジ
ポ タ ル が 見 ら れ ま す 。 ヘ イ ケ ポ タ ル は 多 く の 報 告
が 寄 せ ら れ 、 郊 外 の 広 い 節 囲 に 見 ら れ る こ と が わ
か り ま し た （ 図 13) 。 ま た 、 市 街 地 の 近 く で も 兄 ら
れ る よ う で す 。 ゲ ン ジ ポ タ ル は 、 今 回 は 土 川 周 辺
か ら 報 告 が あ り ま し た （ 図 13) 。
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図 13 ホ タ ル の 分 布
2) 川 の 様 子
土 手 の 状 態 は 、 前 回 と 同 様 、 コ ン ク リ ー ト で で
き て い る と い う 報 告 が 多 く あ り ま し た 。 川 の 透 明
度 は 、 市 街 地 を 流 れ る い た ち ） lj な ど で は 、 郊 外 で
は 良 く 、 市 街 地 で は 透 明 度 が 悪 く な る 傾 向 が 兄 ら
れ ま し た （ 図 14) 。 土 川 の 上 流 部 は 透 明 度 は 良 い よ
う で す 。 ゴ ミ は 、 前 回 と 同 様 、 多 く の 川 で 多 少 み
ら れ る と い う 報 告 が あ り ま し た 。 ゴ ミ が な い と い
う 川 は わ ず か で 、 た く さ ん み ら れ る 川 も あ り ま し
た （ 圏 15) 。
• 
図 15 ゴ ミ の 様 子
［ 図 の 印 は 、 l 区 画 内 で 最 も 多 く の 報 告 が あ っ た
も の を 示 し て あ り ま す 。 ］  
3. 空 気 コ ー ス
1) 積  雪
疇 に 引 き 続 き 調 査 を 行 い ま し た が 、 今 回 は 小 ・
学 生 に も 参 加 し て い た だ き ま し た 。 小 学 校 か ら は 、
30 地 点 、 一 般 の 調 査 員 の 方 か ら は 、 28 地 点 の 積 雪
の デ ー タ が 集 ま り ま し た 。 今 回 は 暖 冬 の 影 蒋 で 、
雪 が あ ま り 降 ら な か っ た た め 、 地 域 に よ る 積 雪 の
違 い は あ ま り あ り ま せ ん で し た 。
昨 年 の 観 測 期 間 中 の 積 雪 の 様 子
富 山 地 方 気 象 台 で の 積 雪 と 降 雷 の グ ラ フ を 図 16
に 示 し ま し た 。 こ れ を 見 ま す と 昨 年 (192 年 ） の
12 月 か ら 今 年 (193 年 ） の 3 月 ま で の 期 間 は 、 や
は り こ こ 数 年 続 い て い る 暖 冬 に 入 る も の で し た 。
特 に 1 月 は 、 冬 日 （ 最 低 気 温 が 0 ℃ 未 満 の 日 ） が
8 日 間 で 、 富 山 地 方 気 象 台 の 統 計 開 始 以 来 、 最 も
少 な い 月 と な り ま し た 。 ま た 、 最 深 積 雷  も 1 月 で
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図 16 平 成 4 年 (1 92 年 ） 12 月 一 平 成 5 年 ( 193 年 ） 3 月 の 冬 の 積 雪 量
薮 字 は 、 積 雪 の 深 さ （ 単 位 セ ン チ ）．  
図 17 平 成 4 年 ( 192 年 ） 12 月 25 日 の 積 雪 デ ー タ の 分 布
敬 字 は 、 積 雪 の 深 さ （ 単 位 セ ン チ ）．  
I  心
＇ 因 18 平 成 4 年 (193 年 ） 3 月 2 日 の 積 雪 デ ー タ の 分 布
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16cm 、 2 月 で 1cm と 少 な く 、 特 に 2 月 は 統 計 開 始
以 米 2 番 目 に 少 な い 記 録 と な っ て い ま す 。
ま と ま っ た 降 宙 が あ っ た 述 続 し た H 数 も 、 長 く
て 3 Fl 程 度 、 梢 雷 の 期 1111 は 長 く て も 1 週 間 ほ ど で
し た 。
調 査 の 結  果
今 回 の 観 測 デ ー タ の 特 徴 は 、 貨 が 少 な か っ た た
め 、 積 雷 の 深 さ の 調 査 結 果 は 、 地 域 に よ る 差 が あ
ま り で ま せ ん で し た 。 こ の よ う に 少 な い と 、 よ リ
細 か な 場 所 の 述 い 、 す な わ ち 日 当 た り が よ い か ど
う か 、 平 地 か 裸 地 か ど う か な ど や 測 定 の 時 刻 な ど
に 強 く 影 響 さ れ て い ま す 。
今 回 比 較 的 ま と ま っ た 積 雪 が あ っ た の は 、 12n
2513 と 3 月 2 日 で す 。 こ の 両 日 に つ い て 分 布 図 に
ま と め て み ま し た （ 固 17 、 18) 。 前 回 は 、 海 岸 部 と
内 陸 部 で は 差 が あ る 、 い わ ゆ る LI 」 雷 型 が 観 測 さ れ
ま し た が 、 今 回 は 、 場 所 に よ っ て あ ま り 違 い が な
か  っ た こ と が わ か り ま す 。
2 ) 酸 性 雨
酸 性 雨 は 、 日 本 の 各 地 で 鋭 測 さ れ て お り 、 富 山
も そ の 例 外 で は あ り ま せ ん 。
酸 性 雨 の 被 害 は 、 日 本 で は ま だ 見 ら れ な い よ う
で す が 、 ヨ ー ロ ッ パ や 北 ア メ リ カ で は 森 林 を 枯 ら
し た り 、 ） II や 湖 の 水 ま で も 酸 性 化 し て 、 魚 や エ ピ
・ カ ニ な ど の 水 の 中 の 生 物 が い な く な っ て し ま っ
た と こ ろ も あ り ま す 。
酸 性 雨 は 、 「 工 場 で 製 品 を 作 る 」 、 「 火 力 発 屯 所
で 電 気 を 起 こ す 」 、 そ し て 「 自 動 車 を 使 う 」 な ど
の 人 間 の さ ま ざ ま な 活 動 に よ っ て 汚 さ れ た 空 気 を 、
「 雨 や 雷 が 掃 除 す る 」 結 果 と し て で き る の で す 。
雨 や 雪 の 酸 性 度 を 本 格 的 に 調 ぺ よ う と す れ ば pH
メ ー タ ー と い う 測 定 器 が 必 要 に な り ま す 。 多 少 の
誤 差 を 許 す こ と が で き る 場 合 は 、 試 験 紙 を 使 う 方
法 で 簡 単 に 調 査 が で き 、 空 気 の 環 境 を 簡 単 に 知 る
に は よ い 方 法 で す 。
調 査 の 結 果
前 回 は 4 回 の 調 査 を 行 い 、 314 件 の デ ー タ を お
寄 せ い た だ き ま し た 。
こ の 調 査 に つ い て は 、 雨 の 酸 性 度 の 範 囲 と 呼 び
方 を 表 2 の よ う に し て あ り ま す 。
表 2 雨  ・ 官 の 酸 性 度 の 範 囲 と 表 現
強 い 酸 性 雨 pl -14.3 以 下→  ●  .  ~. .  
中 程 度 酸 性 雨 pH4 .4 - 4  .9 疇 書 骨 ー ・. 雫.... - .  .  .  .  ●  疇. .  - -噸.. -・→
弱 い 酸 性 雨 pl15.0 - 5 .5  ー ●  .   .   .   - .   .  
薇  蒻 中 性 雨 出 5.0 - 5 .5 
弱 中 性 雨 出 5 .6 - 6.1 
• 在. ・・ ,,  月.. ・¥ ・ .  pli6 :2  - 6 .; 
今 ITTI の 調 究 を 通 じ 、 最 も 強 い 酸 性 雨 が 鋭 測 さ れ
た の は 、 第 一 回 調 査 (7 月 113-19[1) の 7 月 12
El~ 7 月 13 日 に か け て で 、 こ の 時 は 市 内 の 広 い 地
域 で 強 い 酸 性 雨 が 観 測 さ れ ま し た （ 図 19) 。 I.  
た だ 、 市 束 部 の 石 金 あ た り を 中 心 に 、 半 径 1 キ
ロ メ ー ト ル ぐ ら い の 円 内 で は 、 弱 い 酸 性 雨 と な っ
て い ま し た 。 こ の 酸 性 雨 を 弱 め た 原 因 は 、 道 路 の
粉 朕 や 土 埃 な ど が 考 え ら れ ま す 。
第 2 回 調 査 (9 月 26 日 -10 月 6 □) で は 、 強 い
酸 性 雨 は 観 測 さ れ ず 、 弱 い 酸 性 雨 、 微 弱 中 性 雨 、
弱 中 性 雨 が 多 く 見 ら れ 、 所 々 に 中 性 雨 が 見 ら れ ま
し た 。
第 3 回 (12 月 12 日 ~20 日 ） 調 査 で は 全 般 に 、 弱
い 酸 性 雨 と 徴 弱 中 性 雨 が 中 心 で 、 12 日 -13 日 と 、
13 日 ~14 日 に 、 一 部 の 場 所 で 弛 い 酸 性 雨 が 観 測 さ
れ ま し た 。
第 4 回 調 査 （ 平 成 5 年 3 月 20 日 ~28EI) で も 第
3 回 調 査 と 同 様 に 、 弱 い 酸 性 雨 と 微 弱 中 性 雨 が 中
心 で 、 3 月 24-25 日 と 3 月 28 D  ~29 日 に 一 部 の 場
所 で 強 い 酸 性 雨 が 観 測 さ れ ま し た 。 特 に 3 月 28 日  ・
か  ら 29 El に か け て の 酸 性 雨 の 分 布 は 図 20 の よ う に
な り 、 pH4. の 強 い 酸 性 雨 と 、 中 程 度 酸 性 雨 の 境
界 線 を 藤 ノ 木 か ら 四 方 に か け て ひ く こ と が 出 米 ま
し た 。 市 の 北 部 の デ ー タ が も う 少 し あ れ ば 、 こ の
時 の 強 い 酸 性 雨 が ど の よ う に 分 布 し て い た の か も
っ と 良 く わ か っ た と 思 い ま す 。
今 回 の 調 査 で は 強 い 酸 性 雨 の 現 わ れ 方 に 、 市 内
の 広 い 範 囲 で 現 れ る 場 合 (7 月 12 B  ~13 日）、 一  部
の 場 所 に 点 と し て 現 れ る 場 合 (12 月 12 日 ~13 日、
12 月 13 日 -14 日、 3 月 24 日 ~25 日 ） 、 そ の 点 が 連
続 的 に つ な が る 場 合 (3 月 28 日 ~29 日 ） の 3 種 類
が 見 ら れ ま し た 。 一 部 の 場 所 に 強 い 酸 性 雨 が 点 と
し て 現 れ る 場 合 は 、 告 簗 橡 が 近 く に あ る か も し れ
，  
．  
図 19 酸 性 雨 pH 分 布 （ 第 1 回 調 査 平 成 4 年 7 月 12 日 ー 13 日 ）
．  
田 道 4 I 号 樟
図 20 酸 性 雨 p H 分 布 （ 第 4 回 調 査 平 成 5 年 3 月 28 日 - 29 日）
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図 21 観 察 で き た 最 も 暗 い 星 の 分 布［  夜 空 に 見 え る 品 の 中 で 最 も 明 る い 品 は 1 等 品 で す 。 市 内 で も ］ 等 星 は ど こ で で も み る こ と が で き ま
す 。 ま た 、 立 山 な ど の 空 気 の き れ い な 所 で 見 え る 最 も 暗 い 品 は 6 等 星 で す 。 市 内 で は あ ま り 観 察 で き
な い よ う な 暗 い 品 の 5 等 品 が 観 察 さ れ ま し た が 、 こ れ は 品 を 兄 ま ち が え た の か も し れ ま せ ん 。 ］  
な い と 場 え る こ と が で き ま す が 、 広 い 範 囲 で 酸 性
雨 が 現 れ る 場 合 は 、 そ の 時 の 気 象 状 況 な ど も 考 え
あ わ せ 、 原 因 を 考 え る 必 要 が あ り ま す 。
3) 星 座 ウ ォ ッ チ ン グ
今 回 は 、 一 般 の 調 査 員 の 方 か ら 、 28 ケ 所 、 20 
件 、 小 学 生 の 調 査 貝 の 方 か ら 、 19 ケ 所 、 2,18614'
の デ ー タ が 集 ま り ま し た 。 こ れ ら の デ ー タ を い っ
し ょ に し て ま と め た と こ ろ （ 図 21) 、 市 街 地 で は 空
が 明 る ＜ 、 市 の 周 辺 で は 空 が 暗 い こ と や 、 大 き な
道 路 沿 い で は 空 が 明 る く 、 星 が あ ま り 見 え な い こ
と が 分 か り ま し た 。 最 近 は 夜 遅 く ま で 営 業 し て い
る 店 も 多 く な り 、 昔 と は か な り 夜 空 の 明 る さ が 変
化 し て い る こ と で し ょ う 。 今 後 も さ ら に 、 変 化 し
て い く こ と が 予 想 さ れ ま す の で 、 続 け て 調 査 す る
必 要 が あ り ま す 。
2 年 目 の 調 査 を 終 え て
2 年 目 は 、 小 学 校 5 年 生 に も 調 査 員 に な っ て い
た だ き 、 多 く の デ ー タ が 集 ま り ま し た 。 緑 コ ー ス
で は 、 身 近 な 生 き 物 の タ ン ポ ボ や セ ミ な ど 身 近 な
生 き 物 の 碁 礎 的 な デ ー タ が 集 ま り 、 市 内 全 域 の 分
布 が わ か っ て く る よ う に な り ま し た 。 ま た 、 最 近
分 布 が 広 が り つ つ あ る ヒ メ オ ド リ コ ソ ウ や 、 全 国 ・
的 に 少 な く な っ て い る よ う な フ ジ バ カ マ の 分 布 も
わ か っ て く る よ う に な り ま し た 。 集 ま っ た デ ー タ
は 、 こ れ ら の 生 き 物 の 分 布 が 、 今 後 ど の よ う に 変
化 し て い く の か を 考 え る 時 に 殺 煎 な 査 料 と な る で
し ょ う 。 タ ン ポ ポ や ホ タ ル な ど で は 、 見 ま ち が い
が あ っ た よ う で す の で 、 今 年 か ら 見 分 け 方 の カ ラ
ー パ ン フ レ ッ ト を わ か り や す く し ま し た 。
水 コ ー ス で は 、 今 回 か ら 定 点 観 測 が 行 わ れ 、 J I/
の 様 子 の 変 化 が 年 間 を 通 じ て わ か る よ う に な り ま
し た 。 川 は 、 ゴ ミ や 生 活 排 水 に よ る 水 の に ご り な
ど 私 た ち の 生 活 が そ の ま ま 反 映 さ れ ま す の で 、 監
税 す る 慈 味 で も 、 緞 続 的 な 調 査 が 必 要 で す 。
空 気 コ ー ス の 酸 性 雨 調 査 で は 、 咋 年 も 強 い 酸 性
雨 が 観 測 さ れ ま し た 。 .f1'1 吋 調 究 は 、 暖 冬 の た め 、
の 様 J が わ か リ
ま せ ん で し た が 、 今 後 の 湖 査 に よ っ て 、 ； i叫 I ,1 1 に
ウ オ ッ チ ン グ で は 、 富 山 市 の 空 気 の 透 lり JJS( が し だ
い に わ か っ て く る よ う に な り ま し た 。
こ の よ う に 、 私 た ち の 生 活 す る 露 山 市 内 の 身 近
な 環 境 の 様 子 が し だ い に 分 か っ て き ま し た が 、 1  
~ 2 年 の 調 究 で は 分 か ら な い こ と も 多 く 、 今 後 の
継 続 (Iり な 調 杏 が 必 要 で す 。
昨 年 は 、 調 杏 は の た め の 自 然 観 察 全 を 呉 羽 山 と
• U  l"c 、朝 l ・l 町 の 鹿 Iふ 樹 叢 と 宮 崎 海 作 で 行 い （ 図 2) 、 天 体
観 察 会 も 行 い ま し た 。 今 年 も 実 施 す る 予 定 で す 。，．  お 寄 せ い た だ い た テ ー タ は 、 そ の 都 度 コ ン ピ ュ
タ に 人 力 し て い ま す 。 科 学 文 化 セ ン タ ー 2 階 展 示
室 の う ア ク ア コ ム ＂ の コ ン ビ ュ ー タ で 調 ぺ る こ と
図 2 朝 日 町 宮 崎 海 岸 で 行 っ た 観 察 会 の 参 加 者
（ 平 成 4  年 10 月 31 日 ）
.A  
図 23 コ ン ビ ュ ー タ で 検 索 し て い る 子 供 た ち
が で き ま す の で 、 検 索 し て み て 下 さ い （ 区 123) 。 窮
山 市 外 の 方 も 調 森 貝 に な っ て お ら れ ま す が 、 市 外
の デ ー タ も コ ン ピ ュ ー タ に 入 っ て い ま す 。
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平 成 5 年 度 の 調 査 の 内 容
今 年 は 、 各 コ ー ス の 調 '.i't 項 17 が 多 少 変 更 に な 1)
ま し た （ 表 3) 。 緑 コ ー ス で は 、 ア オ マ ツ ム シ 、
ハ グ ロ ト ン ポ 、 カ ワ セ ミ を 追 加 し ま し た 。 ア オ マ
ポ は 、 背 は た く さ ん い ま し た が 、 ほ と ん ど み か け
な く な り 、 故 近 少 し 兄 ら れ る よ う に な っ た ト ン ポ
で す 。 カ ワ セ ミ は 、 魚 を 食 べ る 消 流 や i也 の ま わ り
に す み 、 富 山 市 内 で も 、 ま れ に 見 か け る こ と が あ
り ま す 。
昨 年 行 っ た ナ メ ク ジ の 調 査 は 今 年 は 行 い ま せ ん 。
ま た 、 秋 の 七 卒 は 、 フ ジ パ カ マ に 絞 っ て 濶 べ ま す 。
必 3 平 成 5 年 度 の 緑 コ ー ス の 調 杏 項 II
植 物
・ タ ン ポ ポ 傘
・ キ シ ョ ウ プ
・ セ イ タ カ ア ワ ダ チ ソ ウ
・ ヒ ガ ン パ ナ
・ ヒ メ オ ド リ コ ソ ウ
・ フ ジ パ カ マ
動 物
・ カ タ ッ ム リ ＊
.   ヽ-
・ ア オ マ ツ ム シ
・ ハ グ ロ ト ン ポ ・
• ア オ マ ツ ム シ
・ カ エ ル ＊
・ サ ギ
・ カ ッ コ ウ
*  r:11 は 小 学 生 の 調 杏 項 目
水 コ ー ス は 、 昨 年 と ほ と ん ど 同 じ で す が 、 緑 コ
ー ス の 調 査 項 H に も な っ て る ハ グ ロ ト ン ポ も 調 ペ
ま す 。
空 気 コ ー ス の う ち 、 酸 性 雨 、 梢 舌 は II 乍 年 度 と lnl
じ で す 。 尾 座 ウ オ ッ チ ン グ で は 、 一 般 の 部 は 伺 じ
で す が 小 学 生 の 部 で は 、 調 ぺ る 季 節 は 、 秋 と 春
の 右 端 の 品 、 春 は 北 斗
l:: 星 の 具 ん 中 の 屋 で 、 そ の 兄 え 方 を 調 ぺ ま す 。
今 年 は ど ん な 結 果 が で る の で し ょ う か 。 』 府 査 の
内 容 な ど 詳 し い こ と は お 気 軽 に 科 学 文 化 セ ン タ ー
に お 問 い 合 せ 下 さ い 。
南 部 久 男 ・ な ん ぷ ひ さ お く i-: イモ 学 芸 Ll 〉
